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今 年 の 桜 は 例 年 よ り ち ょ っ と 長 持 ち 。 入 学 式 ま で 楽 し め た よ う で す 。 現 在 会

員登録数 4,658 人さま。次号は５月 20 日発行の予定で す／  
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●  「ほんナビきっ ず 」 のＵＲＬが 変更さ れました  

子 ど も に 本 と の 出 会 い を ナ ビ ゲ ー ト す る サ イ ト 「 ほ ん ナ ビ き っ ず 」（ 富 士 通

Japan(株 )運営）のＵ ＲＬが新しく なりま した。リン クをされて いる方は変更

をお願いしま す。  https://www.honnavi.jp/honnavi/navi/topmenu2.jsp  

「ほんナビき っず」は 2006 年に、富士通 Japan、筑波大学  図書 館情報メディ

ア 研 究 科 と 当 財 団 が 共 同 研 究 し て 作 成 し 、 当 財 団 が 現 在 も 新 し い 本 の デ ー タ

を提供してい ます。 ぜひご活用く ださい 。  

●  ≪ご寄付をお願 い します≫  当 財団の 運営を応援い ただけ る個人、法人の  

皆さまからの ご寄付 を募っていま す。寄付 金は、当財団 が行う講 座・講演会な

ど、さまざま な事業 経費に充てさ せてい ただきます。  

※詳細は  →  http://www.iiclo.or.jp/donation_10th.html  

※ Syncable（ シ ン カ ブ ル ） ＝ 継 続 寄 付 （ 毎 年 ／ 毎 月 ）、 単 発 寄 付 が 選 べ ま す 。 

→  https://syncable.biz/associate/19800701  

●  YouTube 版「本の 海大冒険」  https://www.youtube.com/@iiclo1196  

※公開内容一 覧は  →  http://www.iiclo.or.jp/m1_youtube/index.html  

●  Instagram 随時更新  https://www.instagram.com/iiclo_official/  

●  Ｘ（旧 Twitter）  毎日更新  https://twitter.com/IICLO_News  
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*****************************************************************  

《１》この本 読んだ ？  Yasuko's ＆  Noriko's Talk 

*****************************************************************  

『ひとりぼっ ちのク ジラとわたし の歌』 リン・ケリー /作  久 保陽子 /訳  カ

シワイ /絵  静山社  2026 年 2 月  対象年 齢：小学校高 学年以 上  

＊今回のゲス トは 日 中児童文学研 究者の 浅野法子 さん （Ｎ） です。  
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あらすじ： 12 歳のアイリスは、学 校で一 人だけ耳が聞 こえな いため、孤独 を

感じている 。理科の授 業で、他の クジラとは 違う 55 ヘルツの音 を 出して海

を泳ぎ続けて いるク ジラ（ブルー 55）がい ることを知り 、アイ リスは 55 ヘ

ル ツ の 音 楽 を 使 っ て コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を と る こ と を 考 え つ き 、 そ の ク ジ

ラ に 出 会 い た い と 思 う 。 両 親 は 説 得 で き な い が 、 祖 父 を な く し て お 年 寄 り

が 暮 ら す 集 合 住 宅 に 住 む 祖 母 に 自 分 の 思 い を 伝 え 、 二 人 で ア ラ ス カ へ の 旅

に出かける。  

 

Ｎ：し っかりした 構造 で読み応えの ある作 品をおもしろ く楽し く読みました 。 

Ｙ：アイリス が他の クジラとコミ ュニケ ーションでき ないブ ルー 55 と、学校

の中で、唯一、母語が 手話であるた め、他の 生徒や先生と 言葉が 通じない自

分を重ね合わ せてい る点が興味深 かった です。  

Ｎ：「ことば」とは何 か、「コミュ ニケーシ ョン」とは何かを 考え させる作品で

し た ね 。 た と え ば 、 ア イ リ ス が 「 葉 は  ゆ れ /  ふ か れ  ま わ り /  流 れ に  

のり / 岸辺に  た ど りつく・・・」という 詩を宿題とし て提出 し、手話で

表 現 す る と 「 片 手 は 開 い た ハ ン ド シ ェ イ プ で サ イ ン が つ な が っ て い く 」 よ

う に 工 夫 し て も 、 先 生 か ら は 韻 を 踏 ん で い な い と い う 理 由 で 詩 に 「 大 き な

赤 い バ ツ 印 」 が つ け ら れ ま す 。 話 し て い る 言 葉 と 手 話 が 違 う こ と に よ る ア

イリスの孤独 がひし ひしと感じら れまし た。  

もう一つ、「 ことば」で印象に残っ たのは 、聴者で手話が苦 手 なお父さん

が 、 比 喩 や こ と わ ざ を よ く 使 っ て ア イ リ ス が 混 乱 す る 様 子 で し た 。 手 話 と

英語（日本語 ）は違 う言語なんだ という ことが伝わり ます。  

Ｙ：そんな中 で、船旅 で友だちにな ったベ ニーは、アイ リスの目 を開いてくれ

ます。ベニーは 、アイ リスを聴者や 聾者と いう分け方で はなく、一人の人と

して友だちに なりま す。そして、ア イリス が、通っている 学校で 間違った手

話 で コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を と ろ う と す る ニ ー ナ の 悪 口 を 言 っ た と き に は 、

自分の意見を はっき り伝えます。  

Ｎ ： ベ ニ ー 自 身 も 海 洋 生 物 の 研 究 者 で あ る 母 親 と と も に 船 に 乗 っ て ホ ー ム ス

クーリングを 受けて おり、ある意 味、孤 独です。  

Ｙ：もう一人 、聾者 であるおばあ ちゃん もアイリスを 支えま す。  

Ｎ ： お じ い ち ゃ ん が な く な っ て 、 お 年 寄 り が 暮 ら す 集 合 住 宅 に 住 む お ば あ ち

ゃんは、アイ リスが ブルー 55 に自分の用 意した音楽を 聞かせ たいと言った

と き 、 い っ し ょ に ア ラ ス カ ま で 行 っ て く れ ま す 。 そ の 行 動 力 に 驚 か さ れ ま

した。  

Ｙ：そして、アイリス とおばあちゃ んが意 気投合したと き、聴者 であるお母さ

んが孤独に感 じてい ることが描か れてい る点も心に残 りまし た。  

Ｎ ： ア イ リ ス が ラ ジ オ の 修 理 が 得 意 と い う 設 定 は 、 ジ ェ ン ダ ー の 視 点 か ら も

聴 者 と 音 と い う 視 点 か ら も 興 味 深 く 、 聴 者 が 聞 い て い る 音 だ け が 音 じ ゃ な

いということ が伝わ ると思いまし た。  

Ｙ：原題は「 Song for a Whale」。コミュニ ケーションの 原点に ある歌が日本

語より強調さ れたタ イトルになっ ている ように思いま した 。  

 

*****************************************************************  

《２》イーハ トヴ周 遊  宮沢賢治 の童話 を読破する  

*****************************************************************  

イーハトヴ周 遊  宮 沢賢治の童話 を読破 する  

第 127 回  「家長制 度」  

 眼をこらす 「私」  

 

「 火 皿 は 油 煙 を ふ り み だ し 、 炉 の 向 こ う に は こ こ の 主 人 が 、 大 黒 柱 を 二 き れ

み じ か く 切 っ て 投 げ た と い う ふ う に ど っ し り が た り と 膝 を そ ろ え て 座 っ て い

る。」―― こう書き出 される「家長制 度」は 、賢治の最初の 散文と いわれる「丹

藤川」（原稿 に「大正 五年」と記されて い ます）にだいぶあ と になって鉛筆で



手 入 れ を し て 改 題 改 作 し た も の で す 。 盛 岡 高 等 農 林 学 校 時 代 、 寄 宿 舎 で 同 じ

部 屋 だ っ た 高 橋 秀 松 と と も に 北 上 山 地 を 歩 い た と き 、 一 晩 、 大 き な 農 家 に 泊

めてもらった 体験が もとになって いる、 ごく短い小品 です。  

 

主人の息子ら は、「 音 なく外の闇か ら」帰 ってきました 。  

 

〈もし私が何 かちが ったことでも 云った ら、そのむ すこらの ど の一人でも 、

すぐに私をか た手で おもてのくら やみに 、連れ出すこと はわけ なさそうだ 。

それがだまっ てねむ っている。た ぶんね むっているら しい。  

火 皿 が 黒 い 油 煙 を 揚 げ る そ の 下 で 、 一 人 の 女 が 何 か し き り に こ し ら えて

いる。（中略 ）どうも 私の食事の仕 度をし ているらしい。それ ならさっきも

ことわったの だ。〉  

 

膝 を そ ろ え て 座 っ て い る 主 人 に 相 対 し て 、 ず い ぶ ん 居 心 地 の 悪 い 緊 張 感 の な

かにいる「私」は、そ れでも、家のなか のよ うすを眼をこ らして 見ています。

重い陶器の皿 などが すべって落ち た音が して、主人は 、だまっ て、そちらへ 行

って帰ってき て、もと の席にまたど しりと 座ります。― ―「どう も女はぶたれ

たらしい。／ 音もさ せずに撲った のだな 。」  

 

以前は、「 家長という ものを頂点と する家 族制度を非難 してい る。」（ 中村稔『定

本  宮澤賢治』1963 年）ともいわれた作 品で すが、最近、これを 一 つの「演劇」

と見る中村晋 吾の論 考を読みまし た（「賢 治が目にした“ジェ ンダー・ト ラブ

ル”」 2026 年）。たし かに、語り手 の「私 」がひたすら 見てい るために、そ こ

には「演劇」 が生ま れたのかもし れない のです。  

 

中村は、そ うした観点 から、賢治 が「封建 文 化形態」の「悪い面 で あるわざと

らしさに堪え られな い気がしたで あろう 。」とした恩 田逸夫の「 宮澤賢治『初

期作品』孜」（ 1951 年）や、伊藤眞一郎 が「 見る／見られ る存在 」を軸に論じ

たこと（「 宮澤賢治 「 家長制度」」 1974 年）などの先行研 究をあ らためて引き

出します。「家 長制度 」は、その家をおと ずれた観客で ある「私」が見ること

によって、「わざ とら しさ」が演 じられた 、一つの劇だっ たので はないでしょ

うか。（馬 車別当）  

（本文の引用 は、筑摩 書房版『宮沢賢治コ レ クション ２  注文の 多い料理店』

によりました 。）  

 

*****************************************************************  

《３》子ども の本の 珠玉のことば  ８２  

*****************************************************************  

しかも、みんな が逃げ たのは、つい今 しがた だとわかった。あわて て逃げた

のだろう。果 物の台が ひっくりかえ ってい た。さっき、ライラ先 生の家を教え

て く れ た 少 年 の お 父 さ ん の 店 だ 。 そ の 台 か ら 落 ち た オ レ ン ジ が 、 ま だ 道 を 転

が っ て い た 。 真 っ 黒 な ア ス フ ァ ル ト の 上 に 金 色 の 筋 を 描 き な が ら 、 つ ぎ つ ぎ

に転がってい く。  

（『 戦 場 の オ レ ン ジ 』  エ リ ザ ベ ス ・ レ ア ー ド /作  石 谷 尚 子 /訳  東 條 琴 枝 /

装画  評論社  2014 年 4 月  p.89-90）  

 

1975 年に始まっ たレ バノンの内戦 を舞台 に、南部から逃 げてき た 10 歳のアイ

ー シ ャ 、 ７ 歳 の 弟 と 赤 ん ぼ う と お ば あ ち ゃ ん に 起 き た で き ご と を 描 い た 作 品

です。お母さんは逃 げ る途中で爆撃 にあい、お父さんは外 国にい っています。

ア イ ー シ ャ た ち は 、 何 家 族 も が ひ し め き あ っ て い る 見 捨 て ら れ た 豪 華 な ア パ

ー ト を 仮 の 住 ま い と し 、 耳 の 聞 こ え な い 同 い 年 ぐ ら い の 少 女 、 サ マ ル と 親 友



になります。 サマル は、アイーシ ャの唇 を読み、手話 を教え てくれます。  

 

そ ん な 中 、 ア イ ー シ ャ の お ば あ ち ゃ ん が 薬 を 切 ら し た た め に 、 寝 込 ん で し ま

い ま す 。 ア イ ー シ ャ は 意 を 決 し て ア イ ー シ ャ た ち が 敵 視 さ れ て い る 地 域 に あ

る ラ イ ラ 先 生 の 家 に 薬 を も ら い に い く こ と に し ま し た 。 お ば あ ち ゃ ん は 、 内

戦の前、ライ ラ先生の 家で働いてい たので す。アイーシ ャはまず 、兵士のいる

チェックポイ ントへ 行き、西ベイ ルートと 、東ベイルー トの間に ある、グリー

ン ラ イ ン と 呼 ば れ る 境 界 線 に あ る 分 離 帯 へ 飛 び 込 み 、 ま た 、 別 の 兵 士 た ち が

いるチェック ポイン トでは耳の聞 こえな いふりをして 難を逃 れます。  

 

そ し て 、 危 険 地 帯 を 抜 け て 泣 き 出 し た ア イ ー シ ャ に 、 果 物 屋 さ ん の 少 年 が や

っ て き て 、 オ レ ン ジ を く れ 、 少 年 は ラ イ ラ 先 生 の と こ ろ ま で ア イ ー シ ャ を 案

内 し て く れ ま す 。 ア イ ー シ ャ は 薬 を 手 に 入 れ 、 ラ イ ラ 先 生 は 国 連 の 救 急 車 を

手 配 し て ア イ ー シ ャ が ア パ ー ト に 戻 れ る よ う に し て く れ ま す 。 引 用 は 、 ア イ

ー シ ャ が 救 急 車 か ら 見 た 風 景 で す 。 ど ん な 場 所 も 一 瞬 に し て 戦 場 に な り 、 命

を落とす人た ちがい る内戦の恐ろ しさが ひしひしと伝 わって きます。  

 

久 し 振 り に 読 み 直 し ま し た が 、 今 、 起 き て い る 戦 争 に つ い て 考 え ず に は い ら

れませんでし た。（ Ｙ ）  

 

*****************************************************************  

《４》  行って来ま し た！   

*****************************************************************  

市 立 伊 丹 ミ ュ ー ジ ア ム で ６ 月 ７ 日 ま で 開 催 さ れ て い る 「 チ ェ コ 絵 本 の 父  ヨ

ゼフ ・ラ ダ展 」に 行 って きま した 。ヨ ゼ フ・ ラダ （ Josef Lada 1887-1957）

は、「チェ コの国民的 画家」と称され、日本 では『黒ねこミ ケシュ のぼうけん』

（ヨゼフ・ラ ダ /文・ 絵  ラダ  小野田澄 子 /訳  岩波書店  1967 年 7 月）や、

『 き つ ね も の が た り 』（ ヨ ゼ フ ・ ラ ダ /作 ・ 絵  内 田 莉 莎 子 /訳  福 音 館 書 店  

1966 年 6 月）などの 児童書で知ら れてい ます。  

 

ミュージアム のホー ムページによ ると、「 日本初の大規 模な回 顧展」で、「児童

本や、代表作『兵士 シ ュヴェイクの 冒険』の 挿絵原画をは じめ、故 郷の風景や

ク リ ス マ ス の 情 景 な ど を 描 い た 絵 画 、 そ し て ラ ダ の 原 点 と も 言 え る 諷 刺 画 の

仕事について 、ご遺 族のコレクシ ョンを 中心とする約 200 点を超える作品 資

料を通してご 紹介し ます。」と あります 。  

 

全６章（第１章「子 どもの頃の思 い出」、第２章「絵画」、第 ３ 章「挿絵」、第

４章「新聞雑誌とユ ーモア」、第５ 章「絵 本」、第６章「創作 物 語」）で、ヨゼ

フ・ラダ作品 の魅力 をたっぷり味 わうこ とができまし た。  

 

第１章では、ラ ダの著 書である『子ど もの頃 の思い出』や『 私の人 生の年代記』

か ら 引 用 さ れ た 言 葉 が 絵 に そ え ら れ て い て 、 ラ ダ が い か に 故 郷 の 村 を 愛 し て

いたかが伝わ ります。チェコの四季 の風景 や、クリスマ スなどの イベント、子

どもの遊び、居酒屋の 様子などがい きいき と描かれ、ま るで、そ の場所にいる

ような気持ち になり ました。特に 、雪景色 は静けさと暖 かさを 感じました。ま

た、カワセミ やシカや ウサギやイヌ などの 動物たちは、いきいき として、絵か

ら 飛 び 出 し て き そ う に 感 じ ま し た 。 絵 の 中 に は 、 チ ェ コ の カ ッ パ と も 言 わ れ

る水の精、ヴ ォドニー クもいて 、様 式的な絵 だからこそ、昔話の世 界と自然に

つながってい るのだ と思いました 。  

 

ラダが生涯で たずさ わった新聞雑 誌は、およそ 85 種にのぼる とのことで 、新

聞や雑誌のユ ーモラ スな絵も多数 展示さ れていました 。その 中に、 22 コマの

横 に つ な が っ た カ ラ ー 絵 が あ り ま し た 。 男 性 と 犬 が 散 歩 中 に 家 が 倒 壊 し て き



た 事 件 を 新 聞 記 者 が 取 材 を し て 、 新 聞 が 印 刷 さ れ て 読 者 の 手 に 渡 る ま で が ユ

ー モ ラ ス か つ 、 い き い き と 描 か れ て い ま す 。 人 や 動 物 や 車 や 機 械 が ア ニ メ ー

ションのよう に動き だしそうに見 えまし た。『 黒ねこミケ シュ のぼうけん 』や

『きつねもの がたり』のカラー原画 もあり、再読してみた くなり ました。（ Ｋ）  

市立伊丹ミュ ージア ム  https://itami-im.jp/exhibitions/joseflada/  

 

*****************************************************************  

《５》  宮川健郎  私 の出会った児 童文学 者たち  第２ ９回  

*****************************************************************  

第６章  鳥越 信先生  

その２  児童 文学研 究のデザイン （上）  

1979（昭和 54）年 11 月、鳥越信 先生（ 1929～ 2013 年）が監修し た児童文学史

展のお手伝い で、鳥越 先生といっし ょに沖 縄に行きまし た。私は 、１年浪人し

て入学した大 学院の １年次で、 24 歳でし た。  

この連載では 、「 思い 出話」を語 るだけで はなく、私 の出会っ た児童文学作 家

や評論家の仕 事に対 する考察や、さらには 、そこから、現代児童 文学史のとら

え直しも試み ます。 ご愛読くださ い。  

＜本編はこち らから ＞  

http://www.iiclo.or.jp/m1_magazine/watashinodeatta.html  

 

*****************************************************************  

《６》  富安陽子  腕 だめし  ＳＴ ＯＲＹ  ＣＯＭＰＥ． ２０２ ５  

*****************************************************************  

第２回「富安陽 子  腕 だめし  ＳＴ ＯＲＹ  ＣＯＭＰＥ．２ ０２５ 」結果発表！  

◎  第１位  「ワニ く んのパンつく りきょ うしつ 」  星空久美 子 /作  

 ※  富安陽子理事 長 の手描き表彰 状を贈 呈します。  

◎  第２位  「この 電 車はアフリカ 行き 」  あきらひろし /作  

≪講評≫  

http://www.iiclo.or.jp/m1_magazine/storycompe -2kekka.html 

星空久美子さ ん、あ きらひろしさ ん、お めでとうござ います ！  

 

≪総評・第２ 回≫   理事長  富 安陽子  

今 回 の キ ー ワ ー ド は 、 ワ ニ と パ ン 。 な か な か 面 白 い 言 葉 が 揃 っ た な 、 と 思 っ

て 、 さ て み な さ ん は こ の キ ー ワ ー ド を ど う 料 理 し て く れ る か な ？ と 愉 し み に

し て い ま し た 。 集 ま っ た 作 品 は ど れ も 個 性 的 で 、 ５ 作 品 に 絞 る の に 苦 労 し ま

した。最終的 には、類 似的な作品が 重なら ないよう、い ろいろな 味わいを持っ

たお話を選ん だつも りです。どれ も、よく 書けていて面 白かっ たのですが、全

体的にまだま だキー ワードに縛ら れてい る気がしまし た。“ワ ニがパンをつ く

る”“ ワニがパン を食 べる”とい うパターン から大きく脱 け出せ た作品が無か

っ た の は ち ょ っ と 残 念 。 キ ー ワ ー ド か ら 物 語 を 立 ち 上 げ る と い う よ り は 、 自

分の書きたい 物語に キーワードを 引き寄 せるというチ ャレン ジを！  

ＩＩＣＬＯ  ＳＴＯ ＲＹ  ＣＯＭ ＰＥ（ ストーリーコ ンペ） は、年２回。  

次回のキーワ ードは ５月 20 日（メルマガ NO.189）に発表しま す。  

（１位、２位 のおふ たり、面白い ワード をよろしく！ ）  

応募締め切り は７月 31 日です。  

物語づくりの 上達の 決め手は、と にかく 、たゆまず、 書き続 けることです 。  

さあ！物語を 書きま しょう。  

みなさんの、 面白い お話を待って います ！  

＜富安理事長 の参考 作品はこちら から＞  

https://itami-im.jp/exhibitions/joseflada/
http://www.iiclo.or.jp/m1_magazine/watashinodeatta.html
http://www.iiclo.or.jp/m1_magazine/storycompe-2kekka.html


「蔵守猫の話 ②」  

http://www.iiclo.or.jp/m1_magazine/storycompe -2kekka.html#ref-2 

＜詳細はこち らをご 覧ください＞  

http://www.iiclo.or.jp/m1_magazine/storycompe -2kekka.html 

 

■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

【３】全国の イベン ト紹介  

■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

●「トーベン ・クー ルマン絵本原 画 展」  

場所：神戸フ ァッシ ョン美術館 （ 兵庫県 神戸市）  

会期：４月 11 日（土）～６月７日（日） 10： 00～ 18： 00 ※月曜休館、有料  

主催：神戸フ ァッシ ョン美術館  

上記イベント の詳細 およびその他 の講座 ・講演会、展 示会、 公募情報につ い  

ては、こちら からご 覧ください。 ↓↓  

http://www.iiclo.or.jp/03_event/04_other/index.html  

※イベント情 報をお 送りください 。当財 団ＨＰに掲載 させて いただきます ／  

 

■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

【４】プレゼ ント  

■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

今号のコラム《１ 》「 この本読んだ ？」で 紹介しました『ひ と りぼっちのクジ

ラとわたしの 歌』をプ レゼントしま す。ご希 望の方は、プレ ゼント 応募フォー

ムから、（ 1）お名 前  （ 2）郵便番号・住所  （ 3）電話番号  （ 4）メールアドレ

ス、よろしけ れば  （ 5）このメルマ ガのご 感想をお書き のうえ  ご応募くださ

い。  

応募フォーム ⇒  https://forms.gle/uL2TpNhMEYWJpnQ9A  

締切は５月 11 日（月 ）、当選発 表は発送 を もって代えさ せてい ただきます／  

 

編┃集┃長┃ の┃つ ┃ぶ┃や┃き ┃  

━┛━┛━┛ ━┛━ ┛━┛━┛━ ┛  

神戸市長田区 にある 震災復興のシ ンボル 「鉄人 28号」が塗り 替えられたと 聞

いて久しぶり に足を 運びました。 神戸出 身の故・横山 光輝さ んの 1956年の代

表作。マンガ はたち まちテレビア ニメや 映画などに取 り込ま れ、爆発的な 人

気となりまし た。再 開発地区の商 業施設 やアーケード のある 商店街には空 き

スペースが目 立ちま すが、鉄人 28号を起爆剤としてエ リアの さらなる活性 化

を願いました 。（Ｔ Ａ ）  

━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━  

------------------------------------------------------------------  

み な さ ま の ご 意 見 ・ ご 感 想 を お 聞 か せ く だ さ い 。 下 記 メ ー ル ア ド レ ス ま で お

願いします。  

原則として返 信はい たしませんの でご了 承ください。  

●このメール マガジ ンは、ご登録 いただ きました皆様 に配信 しています。  

●配信の登録 ・解除 ・変更は、  

  http://www.iiclo.or.jp/m1_magazine/index.html  

●このメール の送信 アドレスは配 信専用 です。  

●記事の無断 転載は ご遠慮くださ い。  

------------------------------------------------------------------  

発行：一般財 団法人  大阪国際児童 文学振 興財団  http://www.iiclo.or.jp/ 

〒 577-0011 大阪府東 大阪市荒本北 1-2-1 大阪府立中央 図書館 内  

TEL： 06-6744-0581  FAX： 06-6744-0582  E-mail： office＠ iiclo.or.jp 

------------------------------------------------------------------  

━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━  
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